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　市では、勝浦市平和展を今年も開催します。
　昨年度は、日本人として忘れてはならない原爆の惨禍を伝えるパネル展示とともに、勝浦への空襲を
主なテーマとして、勝浦に設置された日本初のレーダー、民間の防空監視所、初公開となるアメリカ軍
機より撮影された空襲下の勝浦漁港の写真や、勝浦湾に墜落し１３人のアメリカ軍兵士が戦死した大型
爆撃機Ｂ−２４に関する資料を展示しました。
　本年度は、ご年配の方々の目撃談や研究者から提供のあった資料を加え、さらに詳しく戦時下の勝浦
に迫る予定です。
　そのほか、焼夷弾や機銃弾の残骸、アメリカ軍機の部品、防空頭巾、国民服といった当時の様子を
うかがい知ることの出来る品々も展示します。
　世界情勢が刻々と変化する昨今、地元勝浦でも起きた戦闘を通じ、あらためて世界の平和について
考えてみてはいかがでしょうか？

　市では、勝浦市平和展を今年も開催します。
　昨年度は、日本人として忘れてはならない原爆の惨禍を伝えるパネル展示とともに、勝浦への空襲を
主なテーマとして、勝浦に設置された日本初のレーダー、民間の防空監視所、初公開となるアメリカ軍
機より撮影された空襲下の勝浦漁港の写真や、勝浦湾に墜落し１３人のアメリカ軍兵士が戦死した大型
爆撃機Ｂ−２４に関する資料を展示しました。
　本年度は、ご年配の方々の目撃談や研究者から提供のあった資料を加え、さらに詳しく戦時下の勝浦
に迫る予定です。
　そのほか、焼夷弾や機銃弾の残骸、アメリカ軍機の部品、防空頭巾、国民服といった当時の様子を
うかがい知ることの出来る品々も展示します。
　世界情勢が刻々と変化する昨今、地元勝浦でも起きた戦闘を通じ、あらためて世界の平和について
考えてみてはいかがでしょうか？

平成３０年度

勝浦市平和展
　　　～勝浦も戦場だった～

開催期間　７月３０日（月）～８月１９日（日）
場　　所　勝浦市役所１階ロビー
問  合  せ　総務課総務係　☎７３−６６４６

昭和20年5月　B-24 から撮影された空襲下の勝浦
　　　　　　　　　　　　　　　　　（国会図書館蔵）

第１号レーダー復元模型 昭和16 年官軍塚に設置された日本初の国産レーダー
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問合せ　＜給付について＞市民課国保年金係　☎７３－６６１１
　　　　＜課税について＞税務課課税係　☎７３－６６２３
　　　　＜納付について＞税務課徴収班　☎７３－６６２２

市町村ごとの納付金を決定し、
標準保険料率を示す

保険税や補助金などを財源に
納付金を納付

標準保険料率を参考に
保険税率を決定

保険税を納付

千
葉
県

勝
浦
市

国
保
加
入
者

平成３０年度の国民健康保険税率の見直しを行いました
～国民健康保険の運営主体が市町村から都道府県へ～

○国民健康保険制度が広域化されました。
　国民健康保険（国保）は、加入者のみなさま（被保険者）が病気やけがをされたときに、安心して医療機関にかかる
ことができるように、国民健康保険税（国保税）を出し合い、相互に支え合う制度です。
　これまでは市町村が保険者となり単独で国保を運営していましたが、平成２７年５月２７日に「持続可能な医療保険
制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」が成立したことにより、平成３０年度からは都道府県
と市町村が共に保険者となり国保の運営が広域化され、都道府県は財政運営の主体として事業運営において中心的な
役割を担い、市町村は引き続き保険料（税）の賦課、徴収、保険給付、保険事業を行うことになりました。
　それに伴い市町村は都道府県が決定した国保事業費納付金を納めることになり、勝浦市においても千葉県より示された
標準保険料率を参考に表１のとおり税率などの見直しを行いました。

○所得が少ない世帯に対する軽減措置が拡充されます。
　国保税では、前年の所得金額が一定の基準以下の世帯に対し、被保険者１人当たりにかかる均等割と１世帯当たりに
かかる平等割について減額する措置が設けられています。
　今回はこの措置について、５割軽減と２割軽減を拡充することで低所得者層の負担を軽減します。改正後の「軽減対
象となる所得の基準」は表２のとおりです。

区　　分 改正前（平成 29 年度）

医
療
給
付
費
分

所得割（所得に対して） 7.4 ％

均等割（加入者１人当たり） 26,300 円

平等割（１世帯当たり） 21,600 円

課税限度額 540,000 円

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

所得割（所得に対して） 2.0％

均等割（加入者１人当たり） 6,400 円

平等割（１世帯当たり） 6,600 円

課税限度額 190,000 円

介
護
納
付
金
分

所得割（所得に対して） 2.4％

均等割（加入者１人当たり） 8,800 円

平等割（１世帯当たり） 7,200 円

課税限度額 160,000 円

改正後（平成30年度） 改正の内容

7.1％ △ 0.3％

23,900 円 △ 2,400 円

19,900 円 △ 1,700 円

580,000 円 +40,000 円

2.5％ +0.5％

7,900 円 +1,500 円

8,000 円 +1,400 円

190,000 円 変更なし

1.9％ △ 0.5％

7,000 円 △ 1,800 円

4,900 円 △ 2,300 円

160,000 円 変更なし

（表１）

軽減割合 軽減対象となる所得の基準
７割（改正なし） 世帯の所得が 33 万円						      以下の世帯

５割 世帯の所得が 33 万円＋ 27.5 万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者） 以下の世帯
２割 世帯の所得が 33 万円＋ 50 万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者） 以下の世帯

（表2）
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若
潮
ま
つ
り
花
火
大
会

日
時　

８
月
13
日
㈪　

19
時
15
分
～

場
所　

勝
浦
漁
港
周
辺

打
上
数　

約
２
，０
０
０
発

駐
車
場　

市
役
所
お
よ
び
日
本
武
道
館

研
修
セ
ン
タ
ー

※
台
数
に
限
り
が
あ
り
駐
車
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
街
地

お
よ
び
周
辺
道
路
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
来
場
の
際
は
、公
共
交
通

機
関
の
ご
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
墨
名
市
営
駐
車
場
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

屋
台
村　

商
工
会
青
年
部
な
ど
の
出
店

16
時
～

そ
の
他

　

会
場
の
場
所
取
り
を
す
る
場
合
は
、

16
時
以
降
と
な
り
ま
す
。

　

駐
車
場
か
ら
会
場
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
は
運
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
会
場
へ

の
往
復
は
徒
歩
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
無
料
臨
時
バ
ス

　

市
内
各
方
面
へ
の
帰
り
の
バ
ス
を

墨
名
市
営
駐
車
場
よ
り
運
行
し
ま
す
。

①
総
野
方
面
（
新
田
～
松
野
～
佐
野

～
市
野
川
）／
20
時
40
分
発

②
総
野
方
面
（
新
田
～
松
野
～
佐
野

～
市
野
川
）／
20
時
50
分
発

③
上
野
方
面
（
松
野
～
ホ
テ
ル
里
杏
前
）

　

／
20
時
40
分
発

④
上
野
方
面
（
興
津
～
西
原
～
向
小
羽

戸
）／
20
時
40
分
発

⑤
興
津
方
面
（
興
津
～
元
行
川
小
学
校

前
）／
20
時
40
分
発

か
つ
う
ら
若
潮
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
花
火
大
会

一
瞬
の
輝
き
　
夏
の
思
い
出

⑥
東
急
サ
ニ
ー
パ
ー
ク
行
き
（
直
行
便
）

　

／
20
時
40
分
発

⑦
東
急
サ
ニ
ー
パ
ー
ク
行
き
（
串
浜
～

鵜
原
～
サ
ニ
ー
パ
ー
ク
～
ハ
ー
ヴ
ェ

ス
ト
）／
20
時
40
分
発

⑧
部
原
方
面
行
き
（
消
防
署
前
～
部
原

三
又
）／
20
時
40
分
発
と
50
分
発
の

２
本

※
無
料
臨
時
バ
ス
は
、帰
路
（
復
路
）
の

み
の
運
行
と
な
り
ま
す
。
往
路
の
運

行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

交
通
規
制
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

花
火
大
会
当
日
は
、会
場
周
辺
の
臨

港
道
路
が
駐
車
禁
止
と
な
り
ま
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
安
全
確
保
の
た
め
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

か
つ
う
ら
若
潮
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
観
光
商
工
課
内
）　

　

☎
73

−

６
６
４
１

こ
ち
ら
も
オ
ス
ス
メ
！

　
興
津
湾
灯
籠
流
し

日
時　

８
月
14
日
㈫

　
　
　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

場
所　

興
津
湾
（
Ｊ
Ｒ
上
総
興
津
駅

よ
り
徒
歩
２
分
）

灯
籠　

１
箱
１
，０
０
０
円

宝
探
し　

17
時
30
分
～
18
時
20
分

問
合
せ　

興
津
守
谷
観
光
案
内
所

　
　
　
　

☎
76

−

０
８
０
０
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車両通行止めとなる時間と場所
①18：30～20：30　勝浦駅入口交差点～港橋
②18：30～21：00　港橋～浜勝浦橋
③19：15～20：15　港橋～小柳橋（墨名川脇の道路）
④19：15～20：15　浜勝浦橋～恵比寿台トンネル～植村記念公園

※勝浦駅入口交差点から港橋区間の交通規制
は、20時30分に解除されますが、港橋から
浜勝浦橋区間が21時まで交通規制中のため、
21時まで勝浦駅入口交差点からは車両の進
入はできませんので、ご注意ください。

交
通
規
制

道
路
の
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
を

ご
来
場
に
は
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道
路
の
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
を

ご
来
場
に
は
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道
路
の
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
を

ご
来
場
に
は
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

!!! !! !

花火大会会場および周辺案内図
※　　　の場所は
　大変混雑します。
※　　　の場所は
　大変混雑します。

※係員の指示に従い、立入禁止エリアには入らないようお願いいたします。

※会場の場所取りをされる方は
　１６時以降としてください。

漁港施設

漁港
　施設

漁
港
施
設

※花火大会当日は、会場周辺の臨港道路が駐車禁止となります。
　大変ご迷惑をおかけいたしますが、皆さまの安全確保のため、ご理解と
　ご協力をお願いいたします。

K・A・P・P・Y
ビジターセンター

トイレ

旧12
8号
線

小柳橋

港　橋

浜勝浦橋

浜勝浦
みなと団地

市役所駐車場から会
場へのシャトルバス
は運行されません。
会場への往復は、
徒歩にてお願いし
ます。
→は市役所から会
場までの経路です。

※

※

ケガやスリ、置き引きなどに十分注意してください。

漁協施設
※立入禁止

※立入禁止

トイレ

仮設トイレ

仮設トイレ

勝浦駅入口

植
村
記
念
公
園

18：30～20：30

18：30～21：00

19：15～20：15

19：15～20：15

ショ
ッピ
ング

セン
ター

ホテル

臨時バス
乗場

会場への
進入不可

会場出入口

会場出入口
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【各種健康相談】

申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４

保健だより

対
象
　
40
歳
以
上
の
市
民
で
、
医
師

に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
方

内
容  

筋
力
向
上
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
肩
こ
り
・

腰
痛
予
防
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ス
テ
ッ

プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

会
場

　

国
際
武
道
大
学
９
号
館
ア
リ
ー
ナ

参
加
料
　
無
料
（
医
師
の
運
動
許
可

書
な
ど
別
途
自
己
負
担
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

提
出
す
る
も
の

①
参
加
申
込
書
、
健
康
調
査
票

　

健
康
状
態
や
受
診
状
況
な
ど
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、
医
療
機
関

な
ど
の
定
期
検
査
の
１
年
以
内
の

結
果
（
血
液
検
査
の
コ
ピ
ー
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
結
果
の
な
い

方
は
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

③
定
期
的
に
服
用
し
て
い
る
薬
が
あ

る
場
合
は
、
お
薬
手
帳
ま
た
は
お

薬
の
説
明
書
な
ど
。

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
８
月
31
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
で
、
介
護
健
康

課
健
康
管
理
係
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
過
去
に
「
健
康
ハ
ツ
ラ
ツ
教
室
」

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

千
葉
県
内
で
も
発
症
事
例
が

　

現
在
、全
国
的
に
麻
し
ん
（
は
し
か
）

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
発
症

事
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。
麻
し
ん
は
、
感
染
力
が

強
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
空
気
感
染
に
よ

り
広
ま
り
ま
す
。
潜
伏
期
間
は
10
～

12
日
間
ほ
ど
で
、主
な
症
状
は
、発
熱
、

咳
、鼻
水
、め
や
に
、発
疹
で
す
。
ま
た
、

気
管
支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎

な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
麻
し
ん
が
疑
わ
れ
る

症
状
が
出
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関

の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
麻
し
ん
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
は
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
ま

だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
の
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　

市
で
は
、
対
象
者
の
保
護
者
の
方

に
予
診
票
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
ご

持
参
の
う
え
介
護
健
康
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
お
済
み
で
な
い
お
子
さ
ま
が

い
ま
し
た
ら
、
麻
し
ん
風
し
ん
二
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
定
期
予
防

接
種
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見･

早
期
治
療
の
た
め
、
骨
密
度
測
定
を
行

い
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
、

ぜ
ひ
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

日
程
・
会
場

▽
９
月
４
日
㈫　

上
野
集
会
所

▽
９
月
５
日
㈬　

興
津
集
会
所	

▽
10
月
12
日
㈮　

総
野
集
会
所	

▽
10
月
29
日
㈪　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー	

▽
10
月
31
日
㈬
、
11
月
２
日
㈮　

勝
浦

市
役
所

受
付
時
間

　

13
時
30
分
～
15
時

対
象
者　

勝
浦
市
民
で
20
～
75
歳
ま
で

の
女
性

費
用
　
無
料

内
容

①
超
音
波
検
査　

右
足
の
か
か
と
で
測

定
し
ま
す
の
で
、
素
足
に
な
れ
る
格

好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
保
健
指
導　

問
診
票
や
測
定
結
果
を

も
と
に
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が

個
別
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

　

健
康
手
帳
な
ど
、
過
去
の
デ
ー
タ
が

わ
か
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

運
動
始
め
ま
せ
ん
か
？

注
意
が
必
要
で
す
！

健
康
ハ
ツ
ラ
ツ
・

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

麻
し
ん（
は
し
か
）

の
流
行

平
成
30
年
度

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

▽離乳食教室（後期）
□対 ８～９カ月児をもつ保護者（要予約）
□日 ７月２７日㈮　□受 ９：４５～１０：００
□場 キュステ　□持 母子健康手帳、筆記用具
　エプロン、手ふき、お子様の口を拭くもの
　離乳食用スプーン

▽親子ひろば
□対 ０歳～就学前のお子さま（一部には個別通知あり）
□日 ８月８日㈬　□場 キュステ
□受 個別通知者の方は通知文をご確認ください
　一般受付は１０：００～１１：００
□持 母子健康手帳、フェイスタオル
　アンケート（一部の方のみ）

▽離乳食教室（前期）
□対 ～６カ月児をもつ保護者（要予約）
□日 ７月２７日㈮　□受 １３：１５～１３：３０
□場 キュステ　□持 母子健康手帳、筆記用具
　エプロン、手ふき

▽お誕生教室（対象者に個別通知）
□対 Ｈ２９年７月～８月生まれの方
□日 ８月８日㈬　□受 １３：３０～１５：００
□場 キュステ　　
□持 母子健康手帳、アンケート、
　使用中の歯ブラシ、フェイスタオル
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　介護保険法の改正により、平成３０年８月から介護サービスを利用する際の自己負担の割合が変わります。
６５歳以上で介護サービスの自己負担割合が２割である方のなかで、特に所得の高い方は、３割負担となります。

　市では、家庭における地球温暖化対策の推進を図ることを目的に、市内の住宅に住宅用省エネルギー
設備等を設置される方に対し、その経費の一部を補助しています。

申請期間
　平成３１年２月２８日（木）まで（工事が完了し、実績報告書を提出できる方）
　　※工事着工前に申請が必要です。　
　　※予算がなくなり次第終了します。
　　※補助対象となる設備および経費など、詳細については事前にお問い合わせいただくか、勝浦市
　　　ホームページに掲載していますので、ご確認ください。
問合せ
　　生活環境課生活環境係　☎７３－６６３９

介護サービスの自己負担割合

補助金額

介護サービスの自己負担割合が変わります

住宅用省エネルギー設備等設置に係る
経費の一部を補助しています

所得区分
自己負担割合

平成３０年
７月まで

平成３０年
８月から

右の①、②両方
を満たす方

①６５歳以上で本人の合計所得金額が２２０万円以上
②本人を含めた同一世帯の６５歳以上の方の年金収入

＋その他の合計所得金額が
　○１人の場合３４０万円以上　
　○２人以上の場合、合わせて４６３万円以上

２割 ３割

右の①、②両方
を満たす方で、
３割負担となら
ない方

①６５歳以上で本人の合計所得金額が１６０万円以上
②本人を含めた同一世帯の６５歳以上の方の年金収入

＋その他の合計所得金額が
　○１人の場合２８０万円以上　
　○２人以上の場合、合わせて３４６万円以上

２割

２割負担、３割負担の対象とならない方（６４歳以下の方、本人の合計所
得金額が１６０万円未満の方など） １割

補助対象設備の種類 補助上限額

太陽光発電システム   90,000円
（単価20,000円/ｋＷ）

家庭用燃料電池システム
（エネファーム）   80,000円

定置用リチウムイオン蓄電システム 100,000円

問合せ　介護健康課介護保険係　☎７３－６６１７
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今
回
ご
紹
介
す
る
市
内
公
共
交
通

機
関
以
外
に
も
、
全
国
で
多
数
の
企

業
が
優
遇
措
置
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

千
葉
県
内
の
優
遇
措
置
な
ど
に
つ

い
て
は
、
千
葉
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
勝
浦
警
察

署
（
☎
73

−

０
１
１
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

運
転
経
歴
証
明
書
は
、
自
動
車
な

▽市内公共交通機関の優遇措置をご紹介
公共交通機関・問合せ 特典内容

バ
ス

小湊鉄道（バス）
☎０４７５－４６－３５８１

○乗車運賃の半額（現金のみ）
・６９歳以上の方によるノーカー優待証（交付手数料５２０円）の提示を

要する
・本人のみ有効、初回発行時は翌年末まで有効、次回更新から２年間有効
・高速バス、急行バス、一部のコミュニティバスを除く
※ノーカー優待証の発行には、「運転経歴証明書」または「運転免許の取消

通知書」、およびパスポート用カラー写真（縦４．５ｃｍ横３．５ｃｍ）が
必要です。

鴨川日東バス
☎０４－７０９２－１２３４

○乗車運賃の半額（現金のみ）
・６５歳以上の方によるノーカー・サポート優待証（交付手数料５２０

円）の提示を要する
・本人のみ有効、発行より２年間有効
・高速バス、一部路線バス、コミュニティバスを除く
※ノーカー・サポート優待証の発行には、「運転経歴証明書」または「運転

免許の取消通知書」、およびパスポート用カラー写真（縦４．５ｃｍ横３．
５ｃｍ）が必要です。

タ
ク
シ
ー

勝浦合同自動車
（勝浦タクシー）
☎７３－１０１１

○タクシー乗車運賃の１割引
・運転経歴証明書の提示を要する
・複数名での利用時、１名の提示により運賃割引

南総交通
☎０１２０－５８－１３０１

○タクシー乗車運賃の１割引
・運転経歴証明書の提示を要する
・複数名での利用時、１名の提示により運賃割引

ご
存
知
で
す
か
？

運
転
免
許
自
主
返
納
の
耳
よ
り
情
報
！

このロゴマークが
ある企業などで優
遇措置が受けられ
ます。

問
合
せ　

勝
浦
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
（
企
画
課
内
）

　

☎
73

−

６
６
５
６

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の

優
遇
措
置
に
つ
い
て

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
優

遇
措
置
と
は
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機

能
や
判
断
力
の
低
下
な
ど
の
理
由
で

自
主
的
に
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
高

齢
者
に
対
し
て
、
日
常
生
活
に
お
け

る
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　

高
齢
者
の｢

運
転
を
や
め
る
勇
気｣

を

応
援
す
る
と
と
も
に
、
運
転
免
許
証

返
納
後
の
日
常
生
活
を
よ
り
豊
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
社

会
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

千
葉
県
警
察
で
は

優
遇
措
置
協
賛
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す

ど
を
運
転
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
提
示
す
る
こ
と
で
料
金

の
割
引
な
ど
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
す
べ
て
の

公
共
交
通
機
関
で
優
遇
措
置
を
行
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※勝浦市予約制乗合タクシー（デマンドタクシー）については、優遇措置に向けて検討中です。
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相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（電話番号）

合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　７日（火）
１３時～１５時（受付時間）

市役所 企画課　　　　 （７３－６６５７）

２１日（火） 保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

市民法律相談（予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

　９日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２４日（金）

家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

学校教育に関する相談

月～金曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談	 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター
東京（０５７０－０２２－８０８）

女性のための総合相談　

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談	 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）

男性のための総合相談

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）

精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

電話de詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）

相談日

８月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。
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遊
び
の
思
い
出
に
つ
い
て
も
話
が
及
ん
だ
。

「〝
ド
ロ
ジ
ン
〟は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
っ
た
ね
。

山
と
か
に
逃
げ
た
オ
ニ
を
探
し
に
行
く
ん

だ
。
一
日
が
か
り
で
。
オ
ニ
を
捕
ま
え
た
ら

木
に
縛
る
ん
だ
け
ど
、
う
っ
か
り
そ
の
ま
ま

忘
れ
て
帰
っ
ち
ゃ
う
こ
と
が
あ
っ
て
さ
ぁ
」

と
、
い
た
ず
ら
っ
子
の
目
つ
き
を
す
る
江
澤

さ
ん
。
も
ち
ろ
ん
遊
び
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は

鬼
ご
っ
こ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
勝
浦
の

自
然
と
と
も
に
あ
る
遊
び
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
山
で
ミ
カ
ン
採
っ
た
り
、
ビ
ワ
採
っ
た
り
。

ど
じ
ょ
う
掴
み
な
ん
か
も
や
っ
た
ね
。
夏
は

海
に
潜
っ
た
り
し
た
よ
ね
」。
話
を
聞
い
て

い
て
気
付
か
さ
れ
る
の
が
、
昔
は
普
通
の
遊

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
に
と
て
も
書
き
き
れ
な

い
ほ
ど
に
多
彩
な
顔
を
持
つ
江
澤
さ
ん
だ

が
、
家
の
本
業
は
民
宿
だ
。
主
に
奥
様
と
板

前
の
息
子
さ
ん
が
切
り
盛
り
し
て
い
る
が
、

炉
端
で
江
澤
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
が
宿
泊

客
の
楽
し
み
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
い

つ
も
屈
託
無
い
笑
顔
を
振
り
ま
い
て
い
る
た

め
、い
つ
し
か
皆
か
ら
親
し
み
を
込
め
て〝
と

ら
さ
ん
〟
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
昔
は
海
女
芸
者
っ
て
の
が
い
た
ね
ぇ
。

毎
日
宴
会
だ
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

後
く
ら
い
か
ら
だ
ね
。
廊
下
で
い
い
か
ら
泊

め
て
く
れ
っ
て
ね
。
す
ご
い
人
だ
っ
た
ん
だ

よ
」
と
、
民
宿
の
往
時
の
興
隆
ぶ
り
を
振
り

返
る
江
澤
さ
ん
。
最
近
で
は
外
国
人
の
利
用

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。「
各
国
の
柔
道
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
合
宿
で
、
う
ち
に
も
泊

ま
る
ん
だ
け
ど
、
日
本
料
理
…
寿
司
と
か

作
っ
て
あ
げ
る
と
、
お
返
し
に
本
国
の
料
理

を
作
っ
て
く
れ
る
ん
だ
よ
。
そ
う
や
っ
て
交

流
が
生
ま
れ
る
ん
だ
ね
。後
々
に
な
っ
て『
子

ど
も
が
生
ま
れ
ま
し
た
』
っ
て
報
告
し
て
く

れ
た
り
ね
」
と
嬉
し
そ
う
に
、
ま
た
笑
顔
を

見
せ
る
江
澤
さ
ん
で
あ
る
。

　「
勝
浦
の
人
た
ち
は
言
葉
が
悪
い
か
な
」

と
苦
笑
い
し
つ
つ
、「
で
も
、
食
い
物
い
っ

ぱ
い
あ
る
し
、
夏
は
涼
し
く
て
、
冬
は
あ
っ

た
か
。
雪
は
め
っ
た
に
降
ら
な
い
し
ね
」と
、

愛
情
た
っ
ぷ
り
に
勝
浦
の
こ
と
を
語
り
始
め

る
江
澤
さ
ん
。
小
学
生
の
頃
の
、
勝
浦
で
の

katsuurashii-person   54
　
時
に
釣
り
船
を
操
り
、
時
に
旗
を
掲
げ
て

観
光
ガ
イ
ド
を
し
、
時
に
勝
浦
朝
市
で
た
い

焼
き
を
売
り
、
時
に
イ
ノ
シ
シ
猟
の
ハ
ン

タ
ー
と
し
て
野
山
を
駆
け
る
。
そ
ん
な
勝
浦

一
の
名
物
親
父
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

江
澤
修
さ
ん
。
実
は
57
歳
ま
で
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ

で
勤
め
た
後
、
い
す
み
鉄
道
の
運
転
士
の
教

習
も
行
な
っ
た
、生
粋
の
鉄
道
員
で
も
あ
る
。

勝
浦
の
と
ら
さ
ん

　「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
来
た
外
国
人
な
ん

か
を
ね
、
港
に
連
れ
て
っ
て
魚
を
水
揚
げ

し
て
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
あ
げ
る
ん
で
す
。

民
宿
の
お
客
さ
ん
も
ね
、『
勝
浦
駅
降
り
た

ら
潮
の
匂
い
が
す
る
』
っ
て
い
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
勝
浦
は
太
平
洋
に
面
し
た
港
町
っ

て
い
う
こ
と
を
絶
え
ず
頭
に
入
れ
て
、
案

内
す
る
時
は
必
ず
岬
に
連
れ
て
く
ん
で
す

よ
」
と
、
普
段
着
の
勝
浦
が
、
よ
そ
か
ら
来

た
人
に
と
っ
て
い
か
に
魅
力
的
で
あ
る
か
、

江
澤
さ
ん
は
肌
身
で
感
じ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
行
動
を
惜
し

ま
な
い
。「
お
も
て
な
し
だ
よ
。
こ
の
人
は

何
を
求
め
て
い
る
の
か
な
〜
っ
て
、
相
手

の
こ
と
を
想
う
こ
と
。
何
か
感

動
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
な
っ
て
考
え

る
こ
と
。
思
い
や
り
が

あ
る
と
ね
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ

る
ん
で
す
よ
」。
そ
う
聞
い
て
、〝
と
ら
さ

ん
〟
の
フ
ァ
ン
が
な
ぜ
多
い
の
か
、
分
か
っ

た
気
が
し
た
。

び
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
で
は
〝
体
験
〟
し

た
い
と
望
む
声
が
多
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る

こ
と
。
勝
浦
の
〝
日
常
〟
が
今
、
魅
力
あ
る

こ
と
と
し
て
再
び
輝
き
始
め
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　　「
勝
浦
っ
て
、
考
え
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
で
き
る
ん
だ
よ
。
観
光
面
で
も
、
来
て

く
れ
た
人
に
案
内
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と

思
っ
て
」
と
、
勝
浦
市
ま
ち
歩
き
観
光
ガ
イ

ド
に
参
加
。
自
ら
観
光
ガ
イ
ド
を
行
う
と
と

も
に
、
会
長
と
し
て
案
内
人
の
育
成
を
行
っ

て
い
る
。
ガ
イ
ド
の
メ
ン
バ
ー
は
15
人
。
昨

年
一
年
間
で
約
二
千
人
以
上
を
案
内
し
た
実

績
を
誇
る
。
一
方
で
、「
こ
れ
か
ら
は
案
内

人
自
ら
が
コ
ー
ス
を
組
み
立
て
て
、
ツ
ア
ー

勝
浦
の
酒
の
新
基
軸

の
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
ね
。
あ
と
蛍
は
人
気
だ
か
ら
蛍
の
案

内
も
で
き
る
と
い
い
ね
」
と
、
ガ
イ
ド
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
も
余
念
が
な
い
。「
ま

ち
歩
き
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
人
に
な
っ
て
、

も
っ
と
勝
浦
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
言
っ
て

く
れ
る
人
も
い
て
。
嬉
し
い
よ
ね
」。
そ
し

て
、
江
澤
さ
ん
は
改
め
て
勝
浦
の
魅
力
を
力

を
込
め
て
こ
う
語
っ
た
。「
土
地
の
人
の
あ
っ

た
か
み
だ
よ
ね
。
人
懐
こ
い
あ
た
た
か
さ
」。

江
澤
さ
ん
の
柔
和
な
そ
の
笑
顔
は
、
尽
き
る

こ
と
の
な
い
お
も
て
な
し
の
心
そ
の
も
の
の

よ
う
だ
っ
た
。

勝浦朝市の賑わいづくりにと、今年から土日を中心
に、朝市でたい焼きの販売も始めた江澤さん

外
国
人
と
の
交
流

日
常
の
勝
浦
の
良
さ

お
も
て
な
し
の
心
で

勝
浦
の
魅
力
を
伝
え
続
け
る

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人まち歩き観光ガイドで勝浦
朝市を案内中の江澤さん

上の写真は若かりし江澤青年。
18 ～ 19 歳頃の写真。SL の
機関助士だった

元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

1949 年 10 月 20 日生まれ。
68 歳。墨名地区出身。一般社
団法人勝浦市観光協会副会長
のほか、勝浦市朝市の会会長、
勝浦市民宿組合組合長、勝浦
市まち歩き観光ガイド会長な
ど、様々な活動団体の要職を
兼務しつつ、家業の民宿の手
伝いや釣り船の運行、有害鳥
獣のハンターも行うパワフル
マン。近年までいすみ鉄道の
運転士もしていた。おもてな
し精神あふれた性格といつも
にこやかな表情から「とらさ
ん」と呼ばれ愛されている

右）民宿の炉端に炭をくべる江澤さん　中）民宿に掲げられた勝浦弁の一覧表。
江澤さんの自作だ　左）自前の釣り船を操縦する江澤さん。宿泊客や釣り客
に海の魅力も伝えている

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　
☎ 0470-73-6654

そ
の
笑
顔
に
溢
れ
る

お
も
て
な
し
の
心
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江澤修さん



遊
び
の
思
い
出
に
つ
い
て
も
話
が
及
ん
だ
。

「〝
ド
ロ
ジ
ン
〟は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
っ
た
ね
。

山
と
か
に
逃
げ
た
オ
ニ
を
探
し
に
行
く
ん

だ
。
一
日
が
か
り
で
。
オ
ニ
を
捕
ま
え
た
ら

木
に
縛
る
ん
だ
け
ど
、
う
っ
か
り
そ
の
ま
ま

忘
れ
て
帰
っ
ち
ゃ
う
こ
と
が
あ
っ
て
さ
ぁ
」

と
、
い
た
ず
ら
っ
子
の
目
つ
き
を
す
る
江
澤

さ
ん
。
も
ち
ろ
ん
遊
び
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は

鬼
ご
っ
こ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
勝
浦
の

自
然
と
と
も
に
あ
る
遊
び
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
山
で
ミ
カ
ン
採
っ
た
り
、
ビ
ワ
採
っ
た
り
。

ど
じ
ょ
う
掴
み
な
ん
か
も
や
っ
た
ね
。
夏
は

海
に
潜
っ
た
り
し
た
よ
ね
」。
話
を
聞
い
て

い
て
気
付
か
さ
れ
る
の
が
、
昔
は
普
通
の
遊

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
に
と
て
も
書
き
き
れ
な

い
ほ
ど
に
多
彩
な
顔
を
持
つ
江
澤
さ
ん
だ

が
、
家
の
本
業
は
民
宿
だ
。
主
に
奥
様
と
板

前
の
息
子
さ
ん
が
切
り
盛
り
し
て
い
る
が
、

炉
端
で
江
澤
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
が
宿
泊

客
の
楽
し
み
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
い

つ
も
屈
託
無
い
笑
顔
を
振
り
ま
い
て
い
る
た

め
、い
つ
し
か
皆
か
ら
親
し
み
を
込
め
て〝
と

ら
さ
ん
〟
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
昔
は
海
女
芸
者
っ
て
の
が
い
た
ね
ぇ
。

毎
日
宴
会
だ
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

後
く
ら
い
か
ら
だ
ね
。
廊
下
で
い
い
か
ら
泊

め
て
く
れ
っ
て
ね
。
す
ご
い
人
だ
っ
た
ん
だ

よ
」
と
、
民
宿
の
往
時
の
興
隆
ぶ
り
を
振
り

返
る
江
澤
さ
ん
。
最
近
で
は
外
国
人
の
利
用

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。「
各
国
の
柔
道
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
合
宿
で
、
う
ち
に
も
泊

ま
る
ん
だ
け
ど
、
日
本
料
理
…
寿
司
と
か

作
っ
て
あ
げ
る
と
、
お
返
し
に
本
国
の
料
理

を
作
っ
て
く
れ
る
ん
だ
よ
。
そ
う
や
っ
て
交

流
が
生
ま
れ
る
ん
だ
ね
。後
々
に
な
っ
て『
子

ど
も
が
生
ま
れ
ま
し
た
』
っ
て
報
告
し
て
く

れ
た
り
ね
」
と
嬉
し
そ
う
に
、
ま
た
笑
顔
を

見
せ
る
江
澤
さ
ん
で
あ
る
。

　「
勝
浦
の
人
た
ち
は
言
葉
が
悪
い
か
な
」

と
苦
笑
い
し
つ
つ
、「
で
も
、
食
い
物
い
っ

ぱ
い
あ
る
し
、
夏
は
涼
し
く
て
、
冬
は
あ
っ

た
か
。
雪
は
め
っ
た
に
降
ら
な
い
し
ね
」と
、

愛
情
た
っ
ぷ
り
に
勝
浦
の
こ
と
を
語
り
始
め

る
江
澤
さ
ん
。
小
学
生
の
頃
の
、
勝
浦
で
の
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時
に
釣
り
船
を
操
り
、
時
に
旗
を
掲
げ
て

観
光
ガ
イ
ド
を
し
、
時
に
勝
浦
朝
市
で
た
い

焼
き
を
売
り
、
時
に
イ
ノ
シ
シ
猟
の
ハ
ン

タ
ー
と
し
て
野
山
を
駆
け
る
。
そ
ん
な
勝
浦

一
の
名
物
親
父
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

江
澤
修
さ
ん
。
実
は
57
歳
ま
で
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ

で
勤
め
た
後
、
い
す
み
鉄
道
の
運
転
士
の
教

習
も
行
な
っ
た
、生
粋
の
鉄
道
員
で
も
あ
る
。

勝
浦
の
と
ら
さ
ん

　「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
来
た
外
国
人
な
ん

か
を
ね
、
港
に
連
れ
て
っ
て
魚
を
水
揚
げ

し
て
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
あ
げ
る
ん
で
す
。

民
宿
の
お
客
さ
ん
も
ね
、『
勝
浦
駅
降
り
た

ら
潮
の
匂
い
が
す
る
』
っ
て
い
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
勝
浦
は
太
平
洋
に
面
し
た
港
町
っ

て
い
う
こ
と
を
絶
え
ず
頭
に
入
れ
て
、
案

内
す
る
時
は
必
ず
岬
に
連
れ
て
く
ん
で
す

よ
」
と
、
普
段
着
の
勝
浦
が
、
よ
そ
か
ら
来

た
人
に
と
っ
て
い
か
に
魅
力
的
で
あ
る
か
、

江
澤
さ
ん
は
肌
身
で
感
じ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
行
動
を
惜
し

ま
な
い
。「
お
も
て
な
し
だ
よ
。
こ
の
人
は

何
を
求
め
て
い
る
の
か
な
〜
っ
て
、
相
手

の
こ
と
を
想
う
こ
と
。
何
か
感

動
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
な
っ
て
考
え

る
こ
と
。
思
い
や
り
が

あ
る
と
ね
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ

る
ん
で
す
よ
」。
そ
う
聞
い
て
、〝
と
ら
さ

ん
〟
の
フ
ァ
ン
が
な
ぜ
多
い
の
か
、
分
か
っ

た
気
が
し
た
。

び
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
で
は
〝
体
験
〟
し

た
い
と
望
む
声
が
多
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る

こ
と
。
勝
浦
の
〝
日
常
〟
が
今
、
魅
力
あ
る

こ
と
と
し
て
再
び
輝
き
始
め
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　　「
勝
浦
っ
て
、
考
え
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
で
き
る
ん
だ
よ
。
観
光
面
で
も
、
来
て

く
れ
た
人
に
案
内
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と

思
っ
て
」
と
、
勝
浦
市
ま
ち
歩
き
観
光
ガ
イ

ド
に
参
加
。
自
ら
観
光
ガ
イ
ド
を
行
う
と
と

も
に
、
会
長
と
し
て
案
内
人
の
育
成
を
行
っ

て
い
る
。
ガ
イ
ド
の
メ
ン
バ
ー
は
15
人
。
昨

年
一
年
間
で
約
二
千
人
以
上
を
案
内
し
た
実

績
を
誇
る
。
一
方
で
、「
こ
れ
か
ら
は
案
内

人
自
ら
が
コ
ー
ス
を
組
み
立
て
て
、
ツ
ア
ー

勝
浦
の
酒
の
新
基
軸

の
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
ね
。
あ
と
蛍
は
人
気
だ
か
ら
蛍
の
案

内
も
で
き
る
と
い
い
ね
」
と
、
ガ
イ
ド
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
も
余
念
が
な
い
。「
ま

ち
歩
き
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
人
に
な
っ
て
、

も
っ
と
勝
浦
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
言
っ
て

く
れ
る
人
も
い
て
。
嬉
し
い
よ
ね
」。
そ
し

て
、
江
澤
さ
ん
は
改
め
て
勝
浦
の
魅
力
を
力

を
込
め
て
こ
う
語
っ
た
。「
土
地
の
人
の
あ
っ

た
か
み
だ
よ
ね
。
人
懐
こ
い
あ
た
た
か
さ
」。

江
澤
さ
ん
の
柔
和
な
そ
の
笑
顔
は
、
尽
き
る

こ
と
の
な
い
お
も
て
な
し
の
心
そ
の
も
の
の

よ
う
だ
っ
た
。

勝浦朝市の賑わいづくりにと、今年から土日を中心
に、朝市でたい焼きの販売も始めた江澤さん

外
国
人
と
の
交
流

日
常
の
勝
浦
の
良
さ

お
も
て
な
し
の
心
で

勝
浦
の
魅
力
を
伝
え
続
け
る

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人まち歩き観光ガイドで勝浦
朝市を案内中の江澤さん

上の写真は若かりし江澤青年。
18 ～ 19 歳頃の写真。SL の
機関助士だった

元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

1949 年 10 月 20 日生まれ。
68 歳。墨名地区出身。一般社
団法人勝浦市観光協会副会長
のほか、勝浦市朝市の会会長、
勝浦市民宿組合組合長、勝浦
市まち歩き観光ガイド会長な
ど、様々な活動団体の要職を
兼務しつつ、家業の民宿の手
伝いや釣り船の運行、有害鳥
獣のハンターも行うパワフル
マン。近年までいすみ鉄道の
運転士もしていた。おもてな
し精神あふれた性格といつも
にこやかな表情から「とらさ
ん」と呼ばれ愛されている

右）民宿の炉端に炭をくべる江澤さん　中）民宿に掲げられた勝浦弁の一覧表。
江澤さんの自作だ　左）自前の釣り船を操縦する江澤さん。宿泊客や釣り客
に海の魅力も伝えている

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　
☎ 0470-73-6654

そ
の
笑
顔
に
溢
れ
る

お
も
て
な
し
の
心

season2シーズン

江澤修さん
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勝中さといく（郷育）プロジェクト始動

地域を学び　地域に学ぶ

　勝浦中学校（井上晴彦校長）では、勝浦の第一次産業の体験活動、勤労生産に関わ
る活動をとおして「将来の生き方を考える力」を育てるとともに、自分の生まれた郷
土勝浦を愛する意識の高揚と、地域社会とのより良い関係づくりを推進するため、郷
育プロジェクトを実施しています。２年生（１０２人）の生徒を対象に、地元の方々
の協力を得ながら、さまざまなプロジェクトが年間を通して予定されていますが、今
回は４月から７月までに行われた体験学習の模様をお届けします。

　よく晴れた４月２６日、郷育プロジェクト第１弾となった田植え体験が大森の
水田で行われました。（この様子は広報かつうら６月１日号にも掲載）ほとんど
の生徒が田植えをするのは初めてとのことで、田んぼの中に足を踏み入れると、
ぬるりとくる独特の感触に生徒たちは大はしゃぎ。泥に足を取られるも、すぐさ
まコツをつかんだようで、その後はスイスイと田
植えをこなしていきました。
　水田は生徒たちが管理を行い、秋に稲刈りを実
施。お米は調理実習で使用し、わらは正月飾りに
活用する計画とのこと。ひとまず無事に実りの
秋を迎えてほしいですね。

　６月８日、舞台を鵜原海岸に移し行われた第２弾は地引き網体験。
現在、ほとんどお目にかかれなくなったこの貴重な漁法に挑みます。
　船で沖に設置された網を二手に分かれ、生徒全員で力を合わせて海
岸へ手繰り寄せます。網は重そうでしたが、生徒たちは笑顔を見せな
がら作業を楽しんでいる様子でした。網の終わりが海から現れると中
にはセイゴやキス、ホウボウなどおよそ４０匹の魚がかかっており、
生徒たちは歓声を上げ喜んでいました。
　伝統的な漁法と勝浦の海の幸に触れることで、自分の生まれた郷土
の海に対して愛着を持てる授業となりました。

　夏本番間近となった６月２９日、鵜原海岸、守谷海岸、興津海岸の３
つの砂浜で、生徒たちによるビーチクリーンが行われました。地元へ
の感謝の気持ちを込め、懸命にゴミを集める生徒たち。大きなゴミも
協力しながら砂浜の外へ運び出していました。生徒たちの頑張りに
より、７月１４日に海開きをむかえる３つの海水浴場は、より一層き
れいな姿となりました。
　郷育プロジェクトは夏休み前の予定を無事に終え、９月以降は田植えを行った水田での稲刈りや調理実習、さ
らには漁業・水産業体験などを行っていく運びとなっています。生徒たちの郷土愛をはぐくみ、生きる力を身に
つける体験学習の数々に今後も注目です。

ほとんどの生徒が初体験！？

大森で田植え体験

力を合わせて網を引け！

鵜原海岸で地引き網体験

感謝の気持ちを込めて

３つの浜でビーチクリーン

第１弾

第2弾

第3弾
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Katsuura 
Topics

　６月２２日、２３日の２日間（２２日は市内の
小学４年生から中学生が対象。２３日は一般公
開）、キュステで語り部講演会が行われました。東
日本大震災で被災した４人の語り部と案内役（佐
藤敏郎氏）による貴重な体験談は、会場を訪れた
人たちの胸を打ったようで、一点を見つめ聞き
入っている人や、ハンカチで涙を拭う人など、多
くの人の記憶に刻まれた様子でした。

　６月７日、今年もいすみ市大原文化センターで「よ
い歯のコンクール地区審査会」が開催されました。毎
年、６月４日から１０日までの「歯と口の健康週間」の
一環として行われるこの審査会には、夷隅郡市内の各
小中学校から児童・生徒４８人と親子３組、高齢者４
人が参加し、審査の結果、勝浦市からは児童・生徒の部
で上野小の松崎美優さんが女子１位に輝きました。
　健康な身体を維
持するために、日
ごろからきめ細か
な手入れをを心が
け、丈夫な歯を持
続できるようにし
ましょう。

　６月２２日、市内の小中学生が奏でるハーモ
ニーが、会場となったキュステの大ホールを優し
く包んでいました。
　今年も開催された「勝浦市小中学校児童生徒音
楽発表会」に、市内の小中学校から総勢２４６人
の児童・生徒が参加し、日頃の練習の成果を発揮
しました。オペレッタ、器楽合奏、金管合奏、吹奏
楽といったいろいろな形で表現される音楽に、会
場全体からは温かい拍手と歓声が沸き上がって
いました。

　６月２１日、全日本大学野球選手権で２年連続
準優勝した、国際武道大学野球部の選手ら１７人
が市役所を訪れ、市長に報告をしました。髙見令
英部長は「去年感じた喜びより、悔しさの方が大
きかった」と語り、岩井美樹監督は「今年のチー
ムはマナーもできている。敗者でもしっかりして
いた。大会を通じて失策０は胸をはれる」と、選
手たちの奮闘をねぎらいました。

３．１１を学びに変える

語り部講演会
のばそうよ 健康寿命 歯みがきで

平成３０年度よい歯のコンクール

音楽っていいですね♪

勝浦市小中学校音楽発表会
秋こそ頂点へ！

国際武道大学野球部全国準Ⅴ

女子 1 位　松崎美優さん一同耳を傾ける

秋には大輪の花をからだ全体で音を楽しむ
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MY STAGE

夷隅郡市小学校陸上競技大会

夷隅郡市中学校総合体育大会陸上競技大会

第４４回勝浦市春季ソフトテニス大会

男子の部
　６年１００ｍ　　第３位　屋代　亮太（上野小）
　６０ｍハードル　第３位　生貫　雄悟（郁文小）
　走り幅跳び　　　第１位　塩原　祐磨（総野小）
　走り高跳び　　　第３位　田中　稔樹（勝浦小）
　ソフトボール投げ
　　　　　　　　　第３位　和田優一郎（勝浦小）

男子の部
　１年１００ｍ　　第３位　水野　　葵
　２年１００ｍ　　第２位　白石　海陽
　３年１００ｍ　　第１位　髙梨三之助
　　　　　　　　　第３位　中村　壮汰
　１年１５００ｍ　第３位　佐久間亮汰
　１年走り幅跳び　第２位　秋葉　幹太
　共通走り幅跳び　第１位　吉野　　尋
　共通４×１００ｍリレー
　　　　　　　　　第１位　勝浦中学校
　　　　　　（吉野尋・中村・吉野晃・髙梨）

男子の部
　優　勝　酒井　晃二・篠宮　俊弘　組
　準優勝　志村　尚輝・青木　剛穂　組
　３　位　石井　寛和・森川　祥吾　組
　３　位　横山　隼哉・安藤　健人　組

女子の部
　８０m　　　　　第１位　日髙　芙柚（勝浦小）
　５年１００ｍ　　第１位　安藤　千結（勝浦小）
　　　　　　　　　第２位　渡邉　莉音（上野小）
　６年１００ｍ　　第３位　福田このみ（上野小）
　６０ｍハードル　第１位　一柳　早花（勝浦小）
　８００ｍ　　　　第３位　平松　夢悠（勝浦小）
　走り幅跳び　　　第１位　髙梨　帆南（勝浦小）
　　　　　　　　　第３位　和佐間美結（興津小）
　走り高跳び　　　第３位　醍醐　　愛（郁文小）
　ソフトボール投げ　第１位　小野さくら（豊浜小）
　４００ｍリレー　第２位　勝浦小学校
　　　　　（一柳・白坂・安藤・髙梨・平松・末吉）

女子の部
　１年１００ｍ　　第２位　千葉　美祿
　２年１００ｍ　　第２位　栗原　梨穂
　　　　　　　　　第３位　桑原　麗羽
　共通走り高跳び　第１位　安井ここ桧
　１年走り幅跳び　第１位　市川　　翼
　共通走り幅跳び　第１位　西川　　舞
　　　　　　　　　第３位　齋藤　未結
　共通砲丸投　　　第２位　川﨑　ひな
　共通４×１００ｍリレー
　　　　　　　　　第３位　勝浦中学校
　　　　　　（淺野・平川・本庄・平山）

女子の部
　優　勝　川田　桜子・髙石　優花　組
　準優勝　吉村　優里・石村　　遥　組
　３　位　牧野　天音・加藤満里奈　組
　３　位　川名　真未・神山　風花　組
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る
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に
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。

　

８
月
17
日
発
行
号
は
７
月
27
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成３０年度
春季市民ゲートボール大会

春季市民勝浦
バレーボール大会

優　勝　出水若水会
準優勝　串浜チーム
第３位　赤羽根チーム

男子の部
　優　勝　KMC

女子の部
　優　勝　ドリブラーズ
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お
知
ら
せ

HP

インフォメーションガーデン

勝
浦
市
体
育
協
会

 
協
会
員
募
集
に
つ
い
て

成
30
年
度
「
宇
宙
の
日
」

勝
浦
宇
宙
通
信
所

　
　
　

 

施
設
一
般
公
開

（有料広告）

　

勝
浦
市
体
育
協
会
で
は
各
協
会
の

会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
青
少
年

の
健
全
育
成
か
ら
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
ま
で
、
自
身
の
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
市
民
の
健
康
増
進
に
お

力
添
え
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

活
動
内
容　

各
種
大
会
の
企
画
・
運

営
な
ど
に
関
わ
る
活
動
で
す

▽
ゴ
ル
フ
協
会　

大
会
年
３
回

　
（
５
月
・
７
月
・
10
月
）

▽
剣
友
会
（
剣
道
）　

大
会
年
３
回

（
６
月
・
８
月
・
12
月
）

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

	

大
会
年
１
回
（
２
月
）

▽
卓
球
協
会　

教
室
年
１
回（
秋
頃
）

▽
少
林
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拳
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連
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大
会
年
３
回

（
６
月
・
７
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月
）
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ト
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ー
ル
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会

　

大
会
年
２
回
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５
月
・
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月
）
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１
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冬
）

▽
空
手
道
連
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大
会
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１
回
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３
月
）

▽
ソ
フ
ト
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ニ
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大
会
年
４
回
（
５
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６
月
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２
回
））

▽
陸
上
競
技
協
会

　

大
会
年
１
回
（
１
月
）

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

大
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年
６

回
（
６
月（
２
回
）・
10
月
・
11
月
・

12
月
・
２
月
）

　

今
年
は
「
宇
宙
と
人
工
衛
星
と
私

た
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の
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」
を
テ
ー
マ
に
、
宇
宙

で
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す
る
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衛
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の
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㈯
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時
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雨
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）

会
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国
立
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法
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航
空
研

　

究
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勝
浦
宇
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所

入
場
料　

無
料
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ベ
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宇
宙
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体
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、
人
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星
と
地
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の
オ
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ジ
ェ
製
作
、
ス
ペ
ー
ス
ア
ー
ト
、

ク
イ
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ー
ほ
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ア
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セ
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Ｊ
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駅
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で
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Ｘ
Ａ
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．
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問
合
せ

　
Ｊ
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Ｘ
Ａ
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浦
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宙
通
信
所

　

☎
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−

１
６
０
１

　
　

 http://fanfun.jaxa.jp/visit/ 
　
　

 katsuura/
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３
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９
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２
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３
６
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３
４
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６
６
３
５

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

大
会
年
２
回
（
６
月
・
11
月
）

▽
柔
道
会

　

大
会
年
２
回
（
５
月
・
12
月
）

▽
野
球
協
会　

大
会
年
３
回（
４
月
・

５
月
・
９
月
）

　

審
判
講
習
会
年
１
回
（
未
定
）

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会　

大
会
年
３

回
（
４
月
・
９
月
・
11
月
）

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

大
会
年
２
回
（
５
月
・
11
月
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

勝
浦
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
73

−

６
６
６
５

入
札
結
果
の
公
表

◆
件
名 

◆
場
所 

◆
期
間

◆
落
札
業
者
名 

◆
契
約
金
額

▽
ト
イ
レ
改
修
工
事

・
植
野
地
内　

他

　

７
／
４
～
10
／
12

　

㈲
吉
清
工
業

　

６
，
９
８
７
，
６
０
０
円

▽
道
路
ト
ン
ネ
ル
定
期
点
検
業
務
委

　
託
（
花
立
山
隧
道
外
30
隧
道
）

・
芳
賀
地
内　

外
30
箇
所

　

７
／
４
～
Ｈ
31
／
３
／
11

　

㈱
ア
ス
コ
大
東
千
葉
支
店

　

２
１
，
５
５
６
，
８
０
０
円

▽
水
管
橋
架
替
工
事
実
施
設
計
業
務

　
委
託
（
二
級
河
川
夷
隅
川
）

・
白
木
地
先　

九
十
九
橋

　

７
／
４
～
Ｈ
31
／
１
／
31

　

㈱
環
境
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

１
０
，
５
６
２
，
４
０
０
円

▽
活
性
炭
接
触
槽
建
設
工
事
設
計
業

　
務
委
託

・
勝
浦
市
佐
野
浄
水
場
内
及
び
市
内

　

全
域

　

７
／
４
～
Ｈ
31
／
２
／
28

　

㈱
環
境
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

１
２
，
９
０
６
，
０
０
０
円

問
合
せ
　
財
政
課
契
約
検
査
係

　

☎
73

−

６
６
４
９

第１日曜日 ８月　５日

8：30～12：30第３日曜日 ８月１９日

第１日曜日 ９月　２日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ
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電話ｄｅ詐欺には

愛は勝つを合い言葉に！

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の

   

実
施
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

海
の
博
物
館
収
蔵
資
料
展

「
千
葉
の
海  

貝
づ
く
し
」

刑法犯認知件数【少ない順】〔１月～５月〕　

5 月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 44 − 22 件
２ いすみ市 72 − 14 件
３ 南房総市 78 − 28 件
３ 匝瑳市 78 − 40 件

ご み 処理状況〔５月〕　(   ) 内は前年同月比

■ ５ 月 分 処 理 量 ： 
 平成３０年度累計  

731.659 t（5.04% 増）
1380.769 t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

618.560 t（4.68% 増）
113.099 t（7.08% 増）

市民のうごき〔６月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１７，８００
８，９６１
８，８３９

人（１８減）
人（１２減）
人（　６減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

３３
３５

４
２０

０
１
１

人
人
人
人
人
人
人（増）

■８，７５５世帯 （２増）

交通事故件数〔６月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　３１件
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

５件
０人
６人

２６件

消防署の出動〔６月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　０件（０）
■救急：　６９件

　

千
葉
県
の
海
の
貝

に
焦
点
を
当
て
、
地

域
に
よ
る
分
布
の
違

い
や
さ
ま
ざ
ま
な
生

態
、
水
産
物
と
し
て

利
用
さ
れ
る
種
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

９
月
２
日
㈰
ま
で

時
間　

９
時
～
16
時
30
分

　
（
入
館
は
16
時
ま
で
）

休
館
日　

７
月
23
日
、
30
日

　
（
８
月
は
無
休
）

入
館
料

　

小
中
学
生
・
65
歳
以
上
は
無
料

　

一　

般　

２
０
０
円

　

高
大
生　

１
０
０
円

問
合
せ　

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
分

館
海
の
博
物
館

　

☎
76

−

１
１
３
３

　

平
成
30
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安

講
習
が
10
月
５
日
㈮
長
生
村
文
化
会

館
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受

け
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
従
事
さ

れ
て
い
る
方
は
、
保
安
に
関
す
る
講

習
（
保
安
講
習
）
を
受
講
し
た
日
以

降
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら

３
年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

動
物
愛
護
事
業
（
８
月
）

受
付
期
間

　

８
月
20
日
㈪
～
８
月
24
日
㈮

受
付
場
所　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
２
階
予
防

課
（
大
多
喜
町
船
子
73
‐
２
）

講
習
手
数
料　

千
葉
県
収
入
証
紙

　

４
，
７
０
０
円
分

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
・
勝

浦
消
防
署
・
大
原
消
防
署
・
大
多

喜
分
署
・
御
宿
分
署
・
夷
隅
分
署
・

岬
分
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

　

合
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
80

−

０
１
３
２

場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
御
料
７
０
９
‐
１
）

【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　

８
月
２
日
㈭

　
　
　

10
時
～
12
時

受
付　

９
時
30
分
～
10
時

費
用　

無
料

定
員　

先
着
20
組
（
予
約
制
）

▽
実
技
講
座
（
※
飼
い
犬
同
伴
、（
公

財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

が
開
催
）

日
時　

８
月
２
日
㈭

　
　
　

13
時
～
15
時

受
付　

12
時
30
分
～
13
時

費
用　

３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員　

３
組
以
上
10
組
（
要
予
約
）

※
実
技
講
座
の
予
約
電
話
番
号

　

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

【
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
】

　

生
後
６
ヶ
月
く
ら
い
ま
で
の
飼
い

犬
同
伴
で
、
子
犬
の
飼
い
方
・
し
つ

け
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　

問
い
合
わ
せ
後
に
日
程
調
整

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

【
一
般
譲
渡
会
（
成
犬
・
成
猫
）】

日
時　

８
月
11
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

受
付　

９
時
～
９
時
30
分

費
用　

無
料

※
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
に
遅
れ
る
と
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

　

犬
猫
を
ほ
し
い
方
、
あ
げ
た
い
方

の
出
会
い
の
場
で
す
。
受
付
時
間
に

遅
れ
る
と
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

８
月
４
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

▽
犬
猫
の
ほ
し
い
方

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
30
分

▽
犬
猫
を
あ
げ
た
い
方

受
付
時
間　

９
時
30
分
～
10
時

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１

あせらない
犯人は言葉巧みです。あせらずに！あ…

い…
は…
か…
つ…

言わない
犯人に個人情報は絶対に言わない。
払わない
犯人などにお金を払わない。（振り込まない）
確認する
家族に連絡し確認をする。
通報する
警察に通報する。

千葉県民・ 慌てず必ずカクニンダー！
おかしいな！？と思ったら
勝浦警察署（☎７３ー０１１０）までご連絡を！
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インフォメーションガーデン

HP

HP

　

キ
ュ
ス
テ
で
つ
い
に
ギ
タ
ー

教
室
が
開
講
！
「
こ
れ
か
ら
ギ

タ
ー
を
始
め
て
み
た
い
！
」「
昔

買
っ
た
ギ
タ
ー
が
押
入
れ
に

眠
っ
て
い
る
」「
や
っ
て
み
た
い

け
ど
コ
ー
ド
っ
て
な
に
？
」
そ
う

思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
！
老
若

男
女
問
い
ま
せ
ん
！
ギ
タ
ー
の

基
礎
か
ら
丁
寧
に
お
教
え
し
ま

す
。
音
楽
を
と
お
し
て
仲
間
た
ち

と
一
緒
に
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
・
ウ
ク
レ
レ
・
エ
レ
キ

ギ
タ
ー
、
あ
な
た
は
ど
の
楽
器
？

楽
器
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
親
子

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

初
心
者
の
た
め
の
ギ
タ
ー
教
室

平
成
30
年
度　

W
a
k
ü
W
a
k
ü
♪

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
～
秋
の
新
教
室
第
２
弾
～

※
当
教
室
は
、
ア
コ
ギ
・
ウ
ク
レ

レ
・
エ
レ
キ
の
３
種
類
の
う
ち
、

練
習
し
た
い
楽
器
を
選
択
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

開
講
日
程　

８
月
26
日
㈰
、
９
月

２
日
㈰
、
９
月
９
日
㈰
、
９
月

23
日
㈰
（
全
４
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
・
小
学
５
年
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
多
目
的
室

定
員　

10
人

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
練
習
し
た
い
楽
器
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
持
参
く
だ
さ
い

受
講
料　

無
料

　
（
楽
譜
代
と
し
て
３
０
０
円
）

講
師　

倉
橋　

潤

　
（
く
ら
は
し
ギ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
）

受
付
期
間　

７
月
27
日
㈮
９
時
よ

り
受
付
開
始

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

そ
の
他　

お
申
し
込
み
の
際
に
、

練
習
し
た
い
楽
器
を
お
伝
え
下

さ
い
。
貸
し
出
し
で
き
る
楽
器

の
数
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
可
能
な
限
り
ご
持
参
下

さ
い
。
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
練
習

し
た
い
方
は
ア
ン
プ
を
ご
持
参

下
さ
い
。

「
か
む
子
・
の
び
る
子
・

元
気
な
子
」
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

千
葉
い
の
ち
の
電
話

第
31
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

 

相
談
員
募
集

　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
で
は
、
幼

児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い
食
生
活
と

丈
夫
な
歯
で
ゆ
っ
く
り
か
む
こ
と
へ

の
習
慣
づ
く
り
を
奨
め
る
た
め
、「
健

康
か
み
か
み
弁
当
」
の
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

テ
ー
マ

　

～
健
康
か
み
か
み
弁
当
～

応
募
資
格　

千
葉
県
内
に
在
勤
・
在

住
・
在
学
さ
れ
て
い
る
方
で
、
書

類
選
考
が
通
過
し
た
場
合
、
コ
ン

ク
ー
ル
当
日
（
11
月
26
日
㈰
）
に

実
際
に
調
理
し
た
弁
当
を
持
参
で

き
る
方　
　
　
　
　

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
献

立
（
２
人
分
）
を
記
入
の
上
、
写

真
・
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
け

宛
先
記
入
）
を
同
封
し
応
募
・
問

合
せ
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

　

９
月
14
日
㈮
当
日
消
印
有
効

※
詳
細
は
千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ

　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

　

〒
２
６
１
‐
０
０
０
２　

千
葉
市

　

美
浜
区
新
港
32
‐
17　

千
葉
県
口

　

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　

☎
０
４
３

−

２
４
１

−

９
９
０
３

　
　

 http://w
w
w
.chiba-dha.net

　

社
会
福
祉
法
人
「
千
葉
い
の
ち
の

電
話
」
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

①
年
齢
20
歳
以
上
（
平
成
30
年
４
月

現
在
）

②
資
格
・
経
験
不
問

③
基
礎
研
修
講
座
第
Ⅰ
～
IV
の
各
課

程
を
原
則
全
出
席
と
宿
泊
研
修
に

出
席
で
き
る
こ
と

研
修
期
間

　

９
月
～
平
成
32
年
２
月

受
講
料　

有
料

申
込
締
切　

８
月
13
日
㈪
必
着

申
込
・
問
合
せ

　

社
会
福
祉
法
人
千
葉
い
の
ち
の
電

　

話
事
務
局（
月
～
金
９
時
～
17
時
）

　

☎
０
４
３

−

２
２
２

−

４
３
２
２

　
　

 「
千
葉
い
の
ち
の
電
話
」
で

　
　

 

検
索

里
親
制
度
説
明
会

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、

安
定
し
た
家
庭
環
境
の
中
で
、
保
護

者
の
温
か
い
愛
情
の
も
と
育
て
ら
れ

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か

し
、
保
護
者
の
病
気
、
家
出
、
離
婚

や
保
護
者
に
養
育
さ
れ
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
家
庭

で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
達
が
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
達
を
、
保
護
者
に

代
わ
っ
て
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中

で
養
育
す
る
制
度
が
里
親
制
度
で

す
。

　

里
親
制
度
の
普
及
啓
発
お
よ
び
里

親
委
託
の
推
進
の
た
め
、
社
会
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
里
親
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

８
月
19
日
㈰

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

　

勝
浦
市
役
所
２
階
２
０
２
会
議
室

対
象　

里
親
に
興
味
が
あ
る
方

内
容　

里
親
制
度
の
説
明
、
現
役
里

親
の
体
験
談

費
用　

無
料

そ
の
他　

参
加
に
あ
た
り
、
お
名

前
と
参
加
人
数
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
）

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
家
庭

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ち
ば
（
オ
レ

ン
ジ
の
会
）

　

☎
０
４
７
０

−

28

−

４
２
８
８
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※写真はイメージで
す

※写真はイメージです

　お子さん（市内在住で未就学児）の氏名（ふりがな）・
性別・生年月日・30字以内のコメント・両親の氏名・
住所・ご連絡先を添えて、画像と一緒にご応募くださ
い。写真の場合は返却いたします。

　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人のラブ
ラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふりがな）
と30字以内のコメント、住所、ご連絡先を同封のうえ、
ご応募ください。写真の場合は返却いたします。

応募先　企画課広報統計係　☎73ー6657

広報の裏面に掲載する写真を募集しています

アイドル
募集中！！

新婚さん
大募集！！

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
８
月
３
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/

携
帯
電
話
版 h

ttp
:// w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/m

太陽のほほえみ

ミッチェ・アルボム：著
甲斐理恵子：訳
静山社

郁文小学校　６年
酒井　優太朗

郁文小学校　６年
髙梨　恋衣

「勝浦一の
  漁師になる」

「特別な日を
  いろどる着物を

作りたい」

　余命宣告をされた未来に希
望を持つ老人と男友達との関
係から未来に不安を抱える若
者。全く交わるはずのない２
人は、時間を越えてやって来

た時の番人ドールによって結びつけられる。そん
なドール自身もかつては普通の人間であった。た
だ１つ、時を計ることを初めて地上でおこなった
ことを除いては。時間の代償とは？時間に支配さ
れた生活とは？

コレも読んで！

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

　僕のお父さんとおじいちゃんは漁師です。朝
早く起きて漁に行き、たくさんの魚をとる姿は
とてもかっこいいです。僕も将来は漁師になり
たいと思っています。お父さんやおじいちゃん
を見ていると、休むひまもなく働いていて、と
ても大変そうですが、大漁の日は、うれしそう
にご飯を食べています。そんな二人を見ている
と、僕もうれしくなります。
　僕は、勝浦一の漁師になることを目指してい
ます。その夢のために今は、僕も早起きして、
伊勢海老を捕ったり、網についたゴミを取る手
伝いをしています。今のうちにお父さんとおじ
いちゃんをよく見ておいて、いつか二人を超え
る漁師になります。

　私の将来の夢は、デザイナーになることです。
特に着物のデザインをしたいです。
　なぜデザイナーになりたいのかというと、花
火大会で浴衣を着せてもらった時、その浴衣が
とてもきれいでした。その浴衣を着て、花火大
会に行くと、特別な気持ちになって、楽しさが
増しました。将来私が作った着物を着て特別な
気持ちになる人がいたら、うれしいです。
　私の家には、ひいおばあちゃんが作った着物
があります。その着物はきれいなブルーで、着
た人を美しくみせられるような着物です。私も
この着物のように着た人が、美しくみえて、自
信をもてるような着物を作りたいです。
　また、日本人として、着物の文化を守り続け
ていきたいです。

『時の番人』

○こぐまくんのハーモニカ　○ライオンと魔女
○およげ！いぬやまくん　　○蒲生邸事件
○地図で楽しむすごい千葉
○雑学子どもにウケるたのしいクイズ
○「時間がない！」から抜け出すちょっとした工夫
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